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A. 研究目的 

 平成 11（1999）年に感染症法が施行されて以来，

我が国で一類感染症患者の発生報告はない．しか

し，欧米では少なくともこの間に 14 例のウイルス

性出血熱（以下，VHF とする）の発生が報告され

ている．いずれも常在地で罹患した渡航者の症例

で，我が国においても一類感染症の発生状況とし

て最も可能性が高いと考えられる．これまでに厚

生労働省の監修で消毒と滅菌，感染症患者の搬送，

新しい感染症病室の施設計画に関するガイドライ

ンが刊行されているが，医療機関における診断・

治療・感染防止などの臨床的対応，および積極的

疫学調査に関する手引きは存在しない．一類感染

症患者（疑い例を含む）を各都道府県の第一種感

染症指定医療機関で診療するという現行の体制下

で各地域に専門家を維持することは困難であり，

患者発生時やそれに備える際に現場で参照できる

手引きや同機関のネットワークの早急な整備が必

要である．また，国の感染症予防指針では，第一

種感染症指定医療機関の医療関係者を対象とした

研修会の充実がうたわれており，新たにこれらの

プログラムを開発することも求められている．さ

らに，一類感染症患者の診療において，我が国で

稼働されている高度安全研究施設がないという問

題点についても臨床的側面から検討する必要があ

る． 

 本研究班では，一類感染症（とくに，VHF であ

るエボラ出血熱，マールブルグ病，ラッサ熱，南

米出血熱，クリミア・コンゴ出血熱）の患者が発

生した場合の臨床的対応，および積極的疫学調査

に関して，国の専門家による手引き（第一種感染

症指定医療機関の医療関係者や保健所職員を主な

対象）を初めて作成するとともに，一類感染症に

関する医療関係者向け研修プログラムを開発する．

さらに，第一種感染症指定医療機関のネットワー

クを作り，我が国における輸入感染症全般の医

療・公衆衛生体制を強化しようとするところに特
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徴がある．研究成果は，VHF に限らず，SARS や鳥

インフルエンザ（H5N1）など致死率の高い感染症

にも応用できる内容になると考えられ，我が国の

感染症対策に資することを目的とする． 

 

B. 研究方法 

診断・治療・曝露後予防・職業感染防止等臨床的

対応の手引き作成  

 研究分担者を中心に国外ガイドラインの参照，

関連論文の検討，国内外関連機関の視察を通じて

臨床的対応の手引きの素案を作成する．一類感染

症として我が国で最も発生する可能性が高いと考

えられる海外旅行者における VHF の発生に重点

を置くが，マラリアなどの輸入感染症や鳥インフ

ルエンザ（H5N1）の診療にも役立つようにする

方針とした．対象は，感染症指定医療機関・救命

救急センターなどの医療従事者、保健所・検疫所

など衛生行政部門の職員とした． 

 項目は，VHF の疫学・病原体・臨床像，海外帰

国者における発熱疾患のリスクアセスメント，検

査診断，治療，院内感染防止策，職業感染対策，

広報，医療従事者のトレーニングとした．関連通

知，国外ガイドラインなどを関連資料として収録

することとした. また，ワークショップおよび班会

議を開催するなどして外部専門家の意見を反映さ

せ（Formal Consensus Development），平成25年

度（3年目）にまとめることとした．なお，平成24

年度（2年目）に翻訳した英国危険病原体諮問委員

会（ACDP）によるVHFの対応ガイダンス（ハザード

グループ4病原体によるウイルス性出血熱および

それに類似する重大な感染症の管理）を研究班に

よる手引きのモデルとした． 
   

積極的疫学調査の手引き作成 

 国外機関視察に加えて、欧米豪のガイドライン

を比較検討し，我が国の実情に合わせた積極的疫

学調査の手引きを作成することとした．また，ク

ライシスコミュニケーションについても文献的検

討を行うこととした． 

 

教育プログラム開発 

 全国の第一種感染症指定医療機関の医師・看護

師を対象に質問票調査を行い，デルファイ法とい

う多人数合意形成の手法を用いて，一類感染症の

臨床的対応において医療現場で必要と考えられて

いる中核能力を定義することとした． 

 これと同時に，第一種感染症指定医療機関の医

師，看護師を対象としたパイロット研修を年 1 回

実施することにした．全国の第一種感染症指定医

療機関 41 施設の院長あてに案内を送付し，3年間

ですべての指定医療機関に参加してもらうことを

目標とした．また，講義と実習のポイントをまと

めた動画資料を作成することとした． 

 

リスクコミュニケーションのマニュアル作成 

 文献検討，国内外関連機関担当者の聞き取り調

査の結果をまとめて，我が国の実情に即した手引

きを作成することとした． 

 

マラリア迅速検査試薬の臨床性能試験 

 マラリア常在国に滞在後７日以上経過してから

38℃以上の発熱が出現し，国立国際医療研究セン

ター病院を受診した患者（38℃以上の発熱を認め

たが解熱後 48 時間以上経過していない患者を含

む）のうち，同意の得られた方を対象とした．患

者血液は，迅速キット（BinaxNow Malaria：アリ

ーアメディカル社），および 2名以上の熟練した研

究者（国立国際医療研究センター研究所熱帯医

学・マラリア研究部）による末梢血薄層塗抹標本

の鏡検に使用され，マラリアの診断が行われた．

非熱帯熱マラリアと診断された症例では原虫種確

認のため，不一致例では確定診断のため，PCR 検

査も行われた． 

 

デング熱迅速検査試薬の臨床性能試験 

 デング熱常在国に滞在後 14 日以内に 38℃以上

の発熱が出現し，国立国際医療研究センター病院

及びがん・感染症センター都立駒込病院，都立墨

東病院を受診した患者を対象とした．患者血液は，

NS-1 抗原，IgM/IgG 抗体を免疫クロマトグラフィ

法で検出する検査試薬（Dengue Duo NS-1 Ag + Ab 

Combo：Standard Diagnostics 社；Dengue NS-1 Ag 

Strip：バイオ・ラッド社）に使用され，国立感染

症研究所ウイルス第一部において実施される PCR

法,ELISA 法による IgM 抗体価と比較し，感度，特

異度が算定された． 

（倫理面への配慮）上記 2つの臨床性能試験につ

いては，「臨床研究に関する倫理指針」を遵守し，

研究実施機関の倫理審査委員会で承認を得た．症

例登録は書面による同意を患者から取得した上で



行った．連結可能匿名化された患者情報は研究実

施機関で厳重に管理された． 

 

C. 研究結果 

診断・治療・曝露後予防・職業感染防止等臨床的

対応の手引き作成 

 文献検討においては，国内既存のガイドライン

に加えて，英国危険病原体諮問委員会（ACDP），欧

州ウイルス実験室ネットワーク（ENVID），世界保

健機関，米国疾病管理センター（CDC），カナダ保

健省のガイドラインを主に参考にした．VHF 症例

を実際に経験しているロイヤルフリー病院（英国），

ゲーテ大学病院（ドイツ）の専門家を後述するワ

ークショップに招聘し，医療機関における対応手

順について情報収集や討議を行った． 

 研究代表者が英国健康危機管理庁（HPA）を視察

し，国レベルの輸入感染症診断支援体制（Imported 

Fever Service）について情報収集した．国の専門

家が電話会議システムを通じて，直接症例のリス

ク評価を行い，VHF の実験室診断の適応を決定し

ていた．また，研究分担者（中島，吉川，足立，

冨尾）が米国 CDC（Division of Healthcare Quality 

Promotion 等）を訪問し，VHF 診療における職業感

染防止には，標準的な感染防止策でよいものの，

エアロゾル発生手技を実施する際の潜在的感染リ

スクについて留意することに意見の一致をみた．

同手技を行う際は，電動ファン付き呼吸用防護具

（PAPR）を推奨するものの，フェースシールドの

ついた不織布マスク，防水ガウン，二重手袋を VHF

診療における標準的個人用防護具として提案する

こととした． 

 患者の臨床像や実際の診療については，研究代

表者が平成23年7月にトルコの首都アンカラと黒

海沿岸のサムスンにおける三次医療機関（アンカ

ラ教育研究病院，アンカラ・アタチュルク教育研

究病院，オンドクズマイズ大学病院）を視察し，

クリミア・コンゴ出血熱（CCHF）症例を 10 例経験

した．CCHF では出血症状が軽度な症例が多く，発

熱，頭痛，筋肉痛が主症状であり，感染防止策で

は血液・体液曝露の防止が最も重要であることを

確認できた．  

 研究班員による素案をまとめる過程で，平成 24

年度に英国ACDPによる改訂VHF対応ガイドライン

を翻訳した．このガイドラインを参考に，海外渡

航歴のある発熱患者に VHF を疑う場合において，

蓋然性と感染性を考慮した 4 つのリスク分類を示

し，リスク別に適切な感染防止策を取りながら診

断を進める手順を提案した．感染防止には，標準・

飛沫・接触予防策に加えて，エアロゾル発生手技

を実施する際の潜在的感染リスクについて留意す

るため，空気予防策も推奨することとした． 

 研究班員による素案を評価するため，平成 25 年

度に国内専門家（第一種感染症指定医療機関の医

療従事者 8名， 保健所 1名，検疫所 2名）および

国外専門家（英国ロイヤルフリー病院の Michael 

Jacobs 医師）を招聘して班会議を開催し，意見集

約を図った．これらの意見を反映し，臨床的対応

の手引きを作成した．これまでの関連通知も附録

としてまとめ，資料集の役割も兼ねることとした．

冊子に加えて，電子書籍版も作成し，今後の改訂

を容易にした．  

  

積極的疫学調査の手引き作成 

 PubMed 検索にて 279 件の文献を得て，最終的に

19 件の論文を評価した．また，国外専門機関が公

表する 7編の英文ガイドラインを入手した．平成

12 年以降に欧米で発生した輸入 VHF の事例報告

（ラッサ熱 6例，マールブルグ病 2例）も検討し

た． 各国のガイドラインによって接触者の分類や

管理方法に相違が認められた．平成 21 年に英国で

発生した輸入ラッサ熱事例では，高リスク，低リ

スク，リスクなしの 3分類となり，ドイツ，オラ

ンダでも同様の方針がとられていた． 

 米国においては，CDC を中心に国外事例の経験

もある専門家によってリスク評価を行う体制がと

られていた．接触者管理においては，感染リスク

に応じて 3群（患者体液に接触，患者に接触，患

者と接触なし）に分類していたが，平成 21 年にお

けるラッサ熱輸入事例においては，接触者を高リ

スクと低リスクの 2群に分けた．  

 接触者を感染リスクに応じて 3群（患者体液に

接触，患者に接触，患者と接触なし）に分類する

方法を採用し，その管理手順を診療の手引きに反

映させた．遺憾ながら，保健所職員を対象とした

積極的疫学調査の手引きは作成できなかった．ま

た，クライシスコミュニケーションの要点は臨床

的対応の手引きに反映させた． 

 

教育プログラム開発 

 平成23年度にWHOと米国CDCの共同出版による



アフリカ諸国向け VHF 診療マニュアル（1998）， 欧

州臨床感染症ネットワーク（EUNID）による研修カ

リキュラム（2007）を参照した．また，米国の VHF

対応病院であるセントパトリック病院（モンタナ

州）における医療従事者研修を視察し，1日半の

研修プログラムを作成した．従来型の講義だけで

なく実習を組み合わせて，受講者の主体的参加を

促すとともに，様々な事態への対応力を強化する

ため，仮想シナリオを用意して参加者間で検討す

る構成とした． 

 この研修プログラムを基にパイロット研修（一

類感染症ワークショップ）を平成 24 年 3月 10-11

日に開催した．全国 25 施設から 53 名の応募があ

り，最終的に 9施設（福島県立医大，群馬大，成

田赤十字，都立駒込，都立墨東，新潟市民，大阪

市立総合，日赤和歌山，徳島大）から医師 10 名，

看護師 14 名の参加を得た．英国から Barbara 

Bannister 医師（ロンドン・ロイヤルフリー病院）

を招聘し，ラッサ熱輸入事例に関する講演，討議

での専門的助言を得た．研修前後の多肢選択問題

テスト比較により，医師・看護師いずれも学習効

果が確認され，チェックリストにより，実習部分

の技術習得が確認された．また，終了時アンケー

トにより，研修内容について受講者の高い満足度

が示された． 

 一類感染症の対応に必要な能力についての回答

は，「当該感染症についての臨床的知識」「重症患

者の呼吸・循環・輸液・栄養管理」「使命感を持ち，

率先して診療にあたる」といった知識，技術，態

度に三分された（1回目調査）．医師，看護師，お

よびリーダーシップ上の立場に応じて，2回目の

調査を行い，1回目調査で挙げられた能力につい

て重要度レベルを評価した． 

 平成 24 年 10 月 20-21 日に開催した第 2回ワー

クショップには，11 施設（山梨県立中央病院，名

古屋第二赤十字病院，伊勢赤十字病院，大津市民

病院，市立堺病院，神戸市立医療センター中央市

民病院，徳島大学病院，長崎大学病院，熊本市立

熊本市民病院，大分県立病院，沖縄県立南部医療

センター・こども医療センター）から医師 12 名，

看護師 13 名が参加した．新たに「公衆衛生対応と

リスク・コミュニケーション」「第一種感染症病室

の構造」「廃棄物処理・滅菌・消毒」を講義に加え

た．ドイツから Steffen Schilling 医師（フラン

クフルト・ゲーテ大学病院）を招聘し，ラッサ熱

輸入事例に関する講演，討議での専門的助言を得

た．終了時アンケートにより，研修内容について

受講者の高い満足度が示された．なお，研修テキ

ストは，厚生労働省一類感染症等診断・治療・予

防研修（ベトナム，平成 25 年 3月開催）でも使用

された．マネキンを使用した実習は，独立行政法

人国際協力機構による開発途上国医療従事者の研

修会にも提供された．平成 24 年度には米国 CDC の

訪問を通じて，空港や航空会社職員を対象にした

検疫感染症の研修について情報を得た． 

 平成25年7月27-28日に開催した第3回ワークショ

ップには，第一種感染症指定医療機関13施設から

 26名（医師13名，看護師13名）の参加を得た. 
最終的に3年間で第一種感染症指定医療機関32施
設（指定予定1施設を含む）の参加を得たことにな

る．また，ワークショップの内容を要約した動画

教材（2時間）を作成し，全国の第一種感染症指定

医療機関に配布するとともに，国立国際医療研究

センターのホームページで公開した． 
 

リスクコミュニケーションのマニュアル作成 

 市民とのリスクコミュニケーションでは，信頼

関係，早期公表，透明性，市民への理解，計画な

どの要素に十分配慮してコミュニケーションを図

ることが重要と考えられた．医療機関内のコミュ

ニケーションも同様の配慮が必要で，同一部署が

情報発信に関わるなど，内容の一貫性を保つのが

重要と考えられた． 

 厚生労働省健康局結核感染症課のヒアリングで

は，症例定義が明確となっていない VHF 疑似症の

扱いについて，国立感染症研究所，医療機関が早

期にコミュニケーションをとりながら検査診断を

進めることが想定されていた．米国 CDC では，専

門組織によるメディア情報の評価，コミュニケー

ションのための要点資料作成の手順などについて

情報を得た．英国の感染症指定医療機関であるロ

イヤルフリー病院では，院内の広報班が組織され，

一般への情報提供に Twitter なども利用されてい

た． 

 我が国で VHF の患者が発生した場合のリスク

コミュニケーションの手引きを作成した（資料）．

①連携体制の構築②医療機関の受診者とのコミュ

ニケーション③医療従事者へのコミュニケーショ

ン④メディア対応の項目を設定した． 
 

 



マラリア迅速検査試薬の臨床性能試験 

 2011 年 4 月から 2012 年 3月までに 56 例（中央

年齢 34 歳，男性 38 例，日本人 49 例）の発熱のあ

る海外旅行者が本試験に登録され，14 例（25％）

のマラリア（熱帯熱マラリア 10 例，三日熱マラリ

ア 3例，四日熱マラリア 1例）が診断された．迅

速キット（BinaxNOW Malaria）の感度，特異度，

陽性的中率，陰性的中率はそれぞれ 100（95%  

信頼区間：76.8–100）, 100(91.6-100), 

100(76.8-100), 100(91.6-100)％であった． 

 

デング熱迅速検査試薬の臨床性能試験 

 平成 24 年 6月から平成 26 年 3月までに 171 例

が本試験に登録された．48 例（28％）がデング熱

診断された． Dengue Duo NS-1 Ag + Ab Combo の

感度，特異度はそれぞれ 98,100％であった．また，

dengue NS-1 Ag Strip の感度，特異度はそれぞれ

92,99％であった． 

 

ウイルス性出血熱アウトブレイク事例への対応 

 平成24年6月に米国ヨセミテ国立公園で広義の

VHF であるハンタウイルス肺症候群（4 類感染症）

の集団発生事例が認められた．研究班員（西條，

森川，加藤）も邦人帰国者の健康相談，検査診断

体制の整備に努めた．また，同年 7〜11 月にかけ

て，ウガンダ共和国で平成 20 年以来最大のエボラ

出血熱とマールブルグ病の同時発生（45 症例）が

あり，研究班員（吉川，加藤）が現地調査を行う

機会を得た．また，平成 24 年 10 月に英国で発生

した CCHF のアフガニスタンの輸入例については，

研究分担者（冨尾）が現地調査を行った． 

 平成 24 年末に国内での患者発生が初めて確認

された重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は VHF

に類似する疾患であり，SFTS ウイルス遺伝子検出

キットを検査マニュアルとともに地方衛生研究所

に配布するとともに，診療の手引きを作成して国

立国際医療研究センターホームページで公開した

（資料）． 

 平成26年3月に西アフリカ（ギニア，リベリア）

でエボラ出血熱のアウトブレイクが発生している

ことが明らかとなった．同地に渡航歴のある発熱

患者の診療手順をまとめたアルゴリズムを国立国

際医療研究センターのホームページで公開するな

どした． 

 

国外専門機関への情報提供 

 平成 24 年度に韓国疾病管理センター（KCDC）に

よる高度安全感染症病室建設プロジェクトチーム

が国立国際医療研究センター病院の感染症棟を視

察した際に，研究班員と意見交換会を開催した．

また，平成 25 年度にはモンゴル政府の CCHF に関

連する視察団を研究班員（森川，加藤）が応接し

た．  

 

国内における啓発活動 

 平成 24 年 3月に医療関係者，公衆衛生行政担当

者を対象に，厚生労働科学研究費補助金新型イン

フルエンザ等新興・再興感染症研究事業の 2つの

研究班「バイオテロに使用される可能性のある病

原体等の新規検出法と標準化に関する研究」「現在，

国内で分離・同定できないウイルス性出血熱等の

診断等の対応方法に関する研究」と共催で，公開

セミナー「ウイルス性出血熱 世界の現状と我が

国の臨床的対応を考える」を開催した．また，国

立国際医療研究センターと共催で，第 8回国際感

染症セミナー：「健康危機管理に際して，労働者の

安全と健康をどのように守るか？」を開催した（資

料）．また，群馬県，福岡県，検疫所等の感染症危

機対応訓練に研究班員が参加し，専門的助言や個

人用防護具の着脱指導を行った． 

 

D. 考察 

 本研究班で作成した VHF に関する診療の手引き

は，疾患の概要，海外渡航者における診断手順，

感染防止策，抗ウイルス療法，検体搬送，関係機

関のコミュニケーション等について，現時点での

情報が整理されたものと考えられる．今後内容の

周知を関係者に図るとともに，批判的な意見も取

り入れながら改訂を図っていく必要がある． 

 医療従事者向けの研修会（一類感染症ワークシ

ョップ）は，全国に 41 ある第一種感染症指定医療

機関のうち，3年間で 32 施設（78％）からの参加

を得た．毎回多数の応募があり，ニーズは高いと

考えられた．特に，看護師も対象とした全国規模

の研修会は感染症法施行後初めての機会であり，

国内ネットワーク構築上も有意義と考えられた．

本研究班で作成した動画資料が今後第一種感染症

指定医療機関等で活用されることが期待される． 

 マラリア及びデング熱の迅速診断検査試薬は，

我が国の医療環境においても有効であることが示



された．これらの頻度の高い輸入感染症の診断体

制を強化することは，VHF の診断にも重要である

と考えられ，同試薬の薬事承認による普及が望ま

れる． 

 

E. 結論 

 我が国で VHF 患者が発生した際に，円滑かつ適

切に医療を提供するため，診療の手引きを作成し

たほか，第一種感染症指定医療機関の医療従事者

を対象とした研修プログラム開発，国内外関連機

関との人的ネットワーク構築，マラリア及びデン

グ熱迅速診断検査試薬の評価など多面的な活動を

行った．国際化時代における日本国民の健康危機

管理のために寄与するものと期待される． 

 

F. 健康危険情報 

 平成 26 年 3 月にギニア, リベリアで発生したエ

ボラ出血熱アウトブレイクに関連し，カナダで輸

入疑い例が報告された．実験室診断の結果, エボ

ラ出血熱は否定された. 
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Mizutani T, Saijo M, Kurane I, Kyuwa S, Akashi 
H, Yoshikawa Y, Morikawa S. The detection of 



Reston ebolavirus antibodies in wild bats in the 

Philippines. XV International Congress of 
Virology, Sapporo, Japan (2011.09) 

・ Ujiie M, Moi ML, Shindo T, Takeshita N, Kato Y, 

Kanagawa S, Takeda N, Takasaki T. Ocular 
complications associated with imported dengue 

fever. 9th Asia Pacific Travel Health Conference. 

Singapore (2012.05) 
・ Saijo M. Crimean-Congo hemorrhagic fever in 

three locations: Xinjiang-China, Turkey, and 

Nigeria. Mini-symposium on Emerging and 
Re-emerging Viral Diseases in Asia, 46th Joint 

Working Conference on Viral Diseases, The 

Japan-US Cooperative Medical Science Program, 
Beppu, Japan (2012.06) 

・ Tani H, Iha K, Fukushi S, Taniguchi S, 

Yoshikawa T, Saijo M, Morikawa S. 
Characterization of pseudotype VSV possessing 

New and Old World arenavirus envelope proteins. 

The 11th Awaji International Forum on Infection 

and Immunity. Awaji, Japan (2012.09) 

・ Yamamoto K, Iha K, Bruce C, Stuart D, 

Taniguchi S, Fukushi S, Tani H, Yoshikawa T, 

Ishii Y, Kyuwa S, Hewson R, Saijo M, 

Morikawa S. Serological assays based on 

recombinant viral proteins for the diagnosis of 

viral hemorrhagic fevers caused by arenaviruses. 

XVIII International Congress for Tropical 

Medicine and Malaria. Rio de Janeiro, Brazil 
(2012.09) 

・ Tani H, Iha K, Fukushi S, Taniguchi S, 

Yoshikawa T, Saijo M, Morikawa S. Analysis of 
cell entry of New and Old World arenaviruses 

using pseudotyped viruses bearing their envelope 

proteins. XVIII International Congress for 
Tropical Medicine and Malaria. Rio de Janeiro, 

Brazil (2012.09) 

・ Kato Y. Current status of the response system for 
highly pathogenic infectious diseases in Japan. 

1st International Symposium on Constructing 

Response System for Highly Pathogenic 
Infectious Diseases in Korea. Seoul, Korea 

(2012.11) 

・ 加藤康幸．一類感染症への対応を視野に入れ

た輸入マラリアの臨床研究．第 85 回日本感

染症学会学術講演会，東京，2011 年(4 月) 

・ 氏家無限，小林泰一郎，竹下望，加藤康幸，

金川修造，高崎智彦．西アフリカ（ベナン共

和国）から帰国後に発症したデング熱の１例．

第 60 回日本感染症学会東日本地方会学術集

会，山形，2011 年（10 月） 

・ 吉川徹．災害時の呼吸器保護と産業保健チー

ムの役割～東日本大震災の経験から学ぶ～．

第 21 回日本産業衛生学会産業医・産業看護

全国協議会，福岡，2011 年(11 月) 

・ 長瀬仁，榮留富美子，川島正敏，太田寛，和

田耕治，吉川徹．被災地において粉じんによ

る呼吸器障害を防ぐために～被災地でのフ

ィットテスト研究会の取り組み～．第 27 回

日本環境感染学会総会，福岡，2012 年(2 月) 

・ 吉川徹，木戸内清，黒須一見，満田年宏，森

澤雄司，李宗子，和田耕治，網中眞由美．エ

ピネット日本版を用いた針刺し切創・血液体

液曝露サーベイランス(JES)の現況と職業感

染制御研究会の取り組み～JES2011 結果速報

を含めて～．シンポジウム 14：職業感染予防

の原則と実践．第 27 回日本環境感染学会総

会，福岡，2012 年(2 月) 

・ 加藤康幸，進藤琢磨，山元佳，杉原淳，柳川

泰昭，氏家無限，竹下望，金川修造，大曲貴

夫，狩野繁之，春木宏介．マラリア原虫迅速

抗原検出キットのわが国の渡航者を対象と

した臨床性能試験．第 86 回日本感染症学会

学術講演会，長崎，2012 年(4 月) 

・ 吉川徹，木戸内清，黒須一見，満田年宏，森

澤雄司，李宗子，網中眞由美，和田耕治．エ

ピネット日本版を用いた多施設共同参画によ

る針刺し切創予防のための対策指向モニタリ

ングシステムの開発．第 85 回日本産業衛生学

会，名古屋，2012 年（5月）  

・ 谷英樹，伊波興一朗，谷口怜，吉河智城，福

士秀悦，西條政幸，森川茂．シュードタイプ

VSVを用いたルジョウイルスの細胞侵入機構

の解析．第60回日本ウイルス学会学術集会，

大阪，2012年（11月） 

・ 谷口怜，佐山勇輔，永田典代，飯塚愛恵，谷

英樹，吉河智城，福士秀悦，西條政幸，久和

茂，森川茂．レストンエボラウイルス自然感

染カニクイザルにおける免疫応答の解析． 



第60回日本ウイルス学会学術集会，大阪，

2012年（11月） 

・ 木戸内清，吉川徹．我が国における針刺し切

創・血液体液曝露予防を推進する上での課題

～保健所の役割を含めて～．第 12 回バイオセ

ーフティ学会学術総会，東京，2012 年（11 月） 

・ 吉川徹．医療従事者の呼吸器保護プログラム

と N95/DS2 タイプのレスピレーターの限界．

第 28 回日本環境感染学会総会，横浜，2013

年（3月） 

・ 吉川徹．針刺し切創防止のための安全器材の

選択・評価と導入のポイント．第 28 回日本環

境感染学会総会，横浜，2013 年（3月） 

・ 吉川徹，和田耕治．N95/DS2 マスクの定量的

フィットテスト用機器で測定された漏れ率表

示の相違に関する研究．第 28 回日本環境感染

学会総会，横浜，2013 年（3月） 

・ 木戸内清, 吉川徹, 和田耕治．医療機関の危

機管理の課題：産業医の職業感染予防活動 ～

エピネット日本版サーベイランス参加病院に

おける公務・労務災害認定～．第 86 回日本産

業衛生学会, 松山, 2013 年（5 月） 

・ 加藤康幸. ウイルス性出血熱. 第 87 回日本感

染症学会学術講演会, 東京, 2013 年（6 月） 

・ 前田健, 高橋徹, 奥田優, 水谷哲也, 山岸拓

也, 森川茂, 下島昌幸, 西條政幸. 重症熱性

血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの分離・

同定. 第 156 回日本獣医学会学術集会, 岐阜, 

2013 年（9 月） 
・ 森川茂, 木村昌伸, 福士秀悦, 加来義浩, 朴

ウンシル, 鈴木道雄, 井上智, 今岡浩一, 柳

井徳麿, 下島昌幸, 西條政幸, 前田健. 動物

の SFTS ウイルス抗体調査. 第 156 回日本獣

医学会学術集会, 岐阜, 2013 年（9 月） 

・ Nguyen Dung, 下田宙, 濱崎千菜美, 寺田農, 
野口慧多, 鍬田流星, 高野愛, 森川茂, 前田

健. 飼育犬から重症熱性血小板減少症候群

(SFTS)ウイルスと交差する抗体の検出. 第
156 回日本獣医学会学術集会, 岐阜, 2013 年

（9 月） 

・ 谷口怜, 福士秀悦, Joseph Masangkay, 渡辺俊

平, 大松勉, 下田宙, 前田健, 下島昌幸, 西條

政幸, 明石博臣, 吉川泰弘, 久和茂, 森川茂.  

フィリピンのコウモリからの SFTS ウイルス

と交差する抗体の検出. 第 156 回日本獣医

学会学術集会, 岐阜, 2013 年（9 月） 

・ 宇田晶彦, 福士秀悦, 加来義浩, 吉河智城, 
下島昌幸, 新倉綾, 安藤秀二, 川端寛樹, 高

野愛, 前田健, 藤田博己, 澤邉京子, 西條政

幸, 森川茂. マダニからの SFTS ウイルス遺

伝子の検出. 第 156 回日本獣医学会学術集会, 

岐阜, 2013 年（9 月） 

・ 加藤康幸. 輸入感染症診療における迅速診断

試薬の位置づけ. 第 62 回日本感染症学会東

日本地方会学術集会・第 60 回日本化学療法

学会東日本支部総会, 東京, 2013 年 (11 月) 

・ 吉河智城，福士秀悦，谷英樹，宇田晶彦，谷

口怜，福間藍子，前田健，高橋徹，森川茂，

下島昌幸，西條政幸．重症熱性血小板減少症

候群(SFTS)の確定診断に使用されるコンベ

ンショナル PCR の評価，及びリアルタイム定

量 PCR との比較. 第 61 回日本ウイルス学会

学術集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 福間藍子，福士秀悦，谷英樹，吉河智城，谷

口怜，下島昌幸，森川茂，前田健，西條政幸．

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の血清学

的診断法の開発．第 61 回日本ウイルス学会

学術集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 長谷川秀樹，亀井敏昭，高橋徹，鈴木忠樹，

片野晴隆，中島典子，福士秀悦，下島昌幸，

前田健，水谷哲也，森川茂，西條政幸．日本

国内で発生した重症熱性血小板減少症候群

の 1 剖検例．第 61 回日本ウイルス学会学術

集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 西條政幸，高橋徹，前田健，水谷哲也，大松

勉，吉河智城，谷英樹，福士秀悦，下島昌幸，

福間藍子，緒方もも子，鈴木忠樹，中島典子，

片野晴隆，永田典代，長谷川秀樹，山岸拓也，

倉根一郎，森川茂．後方視的に重症熱性血小

板減少症候群と診断された 11 名のウイルス

学的・臨床的・疫学的研究．第 61 回日本ウ

イルス学会学術集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 森川茂，木村昌伸，福士秀悦，福間藍子、加

来義浩，朴ウンシル，谷英樹，吉河智城，井

上智，今岡浩一，下島昌幸，西條政幸，前田

健．SFTS ウイルス抗体陽性動物の調査. 第

61 回日本ウイルス学会学術集会，神戸, 2013

年 (11 月) 

・ 谷口怜，福士秀悦，Masangkay Joseph，渡辺

俊平，大松勉，下田宙，前田健，福間藍子，



吉河智城，谷英樹，下島昌幸，西條政幸，明

石博臣，吉川泰弘，久和茂，森川茂．フィリ

ピンのコウモリからの重症熱性血小板減少

症候群ウイルスに反応する抗体の検出. 第

61 回日本ウイルス学会学術集会，神戸, 2013

年 (11 月) 

・ 宇田晶彦，福士秀悦，加来義浩，吉河智城，

下島昌幸，新倉綾，井上智，安藤秀二，前田

健，西條政幸，森川茂．マダニからの SFTS

ウイルス遺伝子の検出．第 61 回日本ウイル

ス学会学術集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 下島昌幸，福士秀悦，谷英樹，吉河智城，福

間藍子，谷口怜，前田健，高橋徹，西條政幸．

重症熱性血小板減少症候群ウイルスに対す

る ribavirin の in vitro 増殖抑制効果．第

61 回日本ウイルス学会学術集会，神戸, 2013

年 (11 月) 

・ 福士秀悦，谷英樹，吉河智城，谷口怜，福間

藍子，緒方もも子，下島昌幸，森川茂，西條

政幸．ナイジェリアにおけるリフトバレー熱

の血清疫学．第 61 回日本ウイルス学会学術

集会，神戸, 2013 年 (11 月) 

・ 谷英樹，下島昌幸，福間藍子，谷口怜，吉河

智城，福士秀悦，森川茂，前田健，高橋徹，

西條政幸．重症熱性血小板減少症候群ウイル

ス GPを外套したシュードタイプ VSVの作製．

第 61 回日本ウイルス学会学術集会，神戸, 

2013 年 (11 月) 

・ 高橋徹，前田健，亀井敏昭，水谷哲也、下島

昌幸，福士秀悦，谷英樹，吉河智城，森川茂，

長谷川秀樹，中島典子，鈴木忠樹，永田典代，

片野晴隆，山岸拓也，大石和徳，西條政幸．

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の日本に

おける初症例. 第61回日本ウイルス学会学

術集会，神戸, 2013年 (11月) 

・ 前田健, 濱崎千菜美, 久保翔太郎, 遠藤泰之, 
寺田農, 鍬田流星, 高野愛, 下田宙, 森川茂. 

国内飼育犬から重症熱性血小板減少症候群

(SFTS) ウイルスに対する抗体の検出. 第61

回日本ウイルス学会学術集会，神戸, 2013年 

(11月) 
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